
業務では情報とコンテキストが必要ですが･･･

コンテキストのない情報は
混乱を悪化

コグニティブ コラボレーションとは？

コグニティブ コラボレーションにより、
結果重視のやり取りを促進

コグニティブ コラボレーションは関連情報を従業員の手元に、動的に表示します。
やり取りを強化しつつ、情報過多を防ぎます。

コグニティブ コラボレーションの中核要素

クラウド コミュニケーションと複数のエンタープライズ データ ソースに
人工知能（AI）を組み合わせることで、より多くのコンテキストを提供し、
ヒューマン インタラクションを改善します。コグニティブ コラボレーション
では次の事柄が実現します。

36%
1 日のうち、情報の検索や
整理に費やす平均的な時間の

割合

31 人
従業員が組織内外で日常的に
やり取りしている平均人数

61%
4 種類以上のアプリケー
ションを日常業務で使う
従業員の割合。13% は

日常的に 11 種類以上を使用

34
一般的な SaaS ベースの

組織で使われる
アプリケーションの数

シスコのコグニティブ コラボレーションにより競争力を強化できる仕組みについて、
Cisco.com/jp/go/cognitivecollab をご覧ください。

情報過多は貴重な時間を浪費し、効果の低い
インタラクションを生み出し、生産性を低下させます。

44%
業務に必要な情報を見つけられない

従業員の割合

適切な情報を見つけられない場合、生産性が 16% 低下します。

情報が多すぎることは本当に問題ですか？

75%
今後 3 年以内に AI が企業に
本格導入されると考える

経営幹部の割合

コストの削減、効率性の向上、
職場でのイノベーションの
実現に不可欠な要素

AI 

90%
全デジタル情報のうち、
異種データベースに
非構造化データとして
保存されている割合

45%
会議に 1 日の半分以上を
費やす従業員の割合

56% 
オムニチャネルのカスタ

マー エクスペリエンスがさらに
複雑になると考える割合

コグニティブ
コラボレーション

情報過多を防ぐ方法

コグニティブ コラボレーション
ビジネス成果を引き上げる中核技術

従業員の生産性
• インタラクションに必要な
  コンテキスト情報を提供
• コラボレーションの強化
• 生産性の改善

カスタマー エクスペリエンス
• プロアクティブなコンタクト

 センターと顧客サポートを実現
• コンテキストの提供によるエージェント
のエンパワーメントで、初回連絡時に

おける問題解決率を改善
• カスタマー ジャーニーと

生涯価値を向上

競争優位性
• コミュニケーションとビジネス 
  プロセスの加速
• 対応の俊敏性の向上
• 顧客関係の強化

プロセスの効率性
• タスクとイベントを自動化

• ワークフローの最適化
• 知識を深め、サイロ化を排除

佐藤さん、最新のアラートに対処する
おすすめの方法は？

センサー データによると応答時間の
改善が必要です。

• 面倒な作業の排除
• 的確性の向上と効率性の改善
• 生産性の向上
• イノベーションの喚起
• より魅力的なカスタマー エクスペリエンスの創出

鈴木

佐藤

仮想アシスタント

山田さん、使えそうな解決策をデジタル 
ホワイトボードに書いておきました。

鈴木さん、ありがとう。計画の進捗について
主任エンジニアに聞いてみましょう。

議事録とアクションアイテムをチームメンバーに
送付しました。フォローアップ ミーティングの
予定を火曜日に入れておきます。

山田

• 人物のプロファイルなどの関連情報を
  提供
• より有意義なカスタマー ジャーニーを
  提供
• 顧客との関係の強化

1
人物に関する背景情報

• より直感的なコラボレーション
• 各種のユーザ インタラクションや
  会議に適応
• 意思決定を迅速化

4

インテリジェントな
ワークスペース

2

3

• 以前の行動に基づく予測
• 推奨、特定、予想
• プロセス、エクスペリエンス、
  成果を向上

ビジネス ワークフロー

• ユーザ プロファイル、フィード
  バック、回答内容、設定、
  インタラクションから学習
• 関連情報を提供し、生産性のギャップを
  補完

データ分析
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